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第15回「IEA Windセミナー」 

2026年9月9日(水曜日) ／ 9:00 - 17:00

うちだ    たかのり

内田 孝紀

応用力学研究所/再生可能流体エネルギー研究センター/洋上風力エネルギー高度利用分野/教 授

兼務 ： 洋上風力研究教育センター/ マルチスケール洋上風況研究部門/部門長

E-mail : takanori@riam.kyushu-u.ac.jp

Task44：ウインドファームの流れ場制御

■Web Page, https://iea-wind.org/task44/

WFFC / Wind Farm Flow Control



風車ウエイク現象の可視化
九州大学応用力学研究所
温度成層風洞にて撮影
2020年11月12日

IEA Wind TCP Task44

What is the wind turbine wake phenomenon 
and wake steering ?
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ウエイクステアリングのイメージ図



Task 44 (Wind Farm Flow Control) のスコープ
• 風力発電所の制御分野における国際共同研究
• 風力発電所の制御アルゴリズムと性能向上への貢献が焦点

研究の目的

✓ 風力発電量の増産による電力システムや電力市場における風力発電の価値の最大化

✓ 風車のウェイク荷重の低減による、風力発電コストの低減化

✓ 風力発電所の制御モデルのベンチマークとベストプラクティスの開発、ベストプラクティス・データ交換の促進

 国際エネルギー機関（IEA）は，風力技術協力プログラム（略称：IEA Wind TCP）を主催している

 IEA Wind国内委員会（締約機関：NEDO）からの推薦・審議を経て，IEA Windの国際共同研究活動
（Task 44）に参画している（2021年12月15日～）
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IEA Wind TCP Task44



主な参加機関
洋上風力研究に関する海外トップ大学/研究所が参画

参加国

米国，オランダ，英国，フィンランド， アイルランド，
デンマーク，スペイン， ドイツ， ノルウェー，日本

• 九州大学／内田 孝紀 (代表者)

• ENEOSリニューアブル・エナジー

• 東芝

• カナデビア

• 東京ガス

日本の体制
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IEA Wind TCP Task44

JWEA／風車ウェイクモデリング研究会／
2025.4～2027.3

※30名以上の委員登録



Task44 ワークパッケージ（WP）

メインにWP2へ参加 Uncertainty Quantification / 不確実性の定量化

研究成果の収集

技術・アルゴリズムの開発 他のプロジェクトとの連携
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IEA Wind TCP Task44



IEA Wind TCP Task44

Task44 主要メンバー
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Plan Task 44 Phase 2
Task44 フェーズ2の計画

➢ フェーズ1の終了は，2025年7月から2026年7月に延長された

➢ フェーズ2は... (2026.6のTask managerからのメール／抜粋)
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IEA Wind TCP Task44

米国が本タスクの新たなフェーズにおいてオペレーティング・エージェント（運営主体）
を務めることは困難な状況

 選択肢1：独立した IEA Wind タスクとして継続する

 選択肢2：タスク 44の活動をタスク 50フェーズ 2（ハイブリッド発電所）に統合する



8



9



10

 クローズドループ（閉ループ）のフィードバック制御とは、結果（出力）を測定し、
それを目標値と比較してズレを自動で修正する制御方式

 常に状態を確認して調節するため、高い精度を保てる

測定ノイズによる汚染
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シーメンス 11MW



Synchronized Helix control（同期型ヘリックス制御）

 風車のブレードを個別に動かし、後方に螺旋（らせん：Helix）
状の空気の流れを作り出す技術

 Helixの主な欠点／ピッチベアリングへの追加荷重

12

Flock of birds ≒ Helix
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Wind Shaper

風洞実験におけるWind Shaper

（ウィンドシェイパー）とは、小さな
ファンを壁のように多数並べて、
コンピューター制御で自由自在な
風の流れを作り出す画期的な
「風発生装置」

additional gain of around 20%

電力需要に合わせた制御??
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What happens if we put the Helix 
Strategy Technology on a floating?



4C Offshore Global Map

https://map.tgs4c.com/offshorewind/
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Satellite images
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Sudocoは「持続可能で強靭、データ駆動型の
洋上風力発電所の制御共同設計（SUstainable 
resilient Data-enabled Offshore wind farm 
and control CO-design）」を目的としたEUの
プロジェクト

日本の課題

実機風車を活用した

 ウェイクステアリング制御（Wake Steering）

 軸流誘導制御（Axial Induction Control）

の実証研究が急務！



当機関は「National Laboratory of the Rockies（NLR）」（旧NREL）となりました。つきましては、メールアドレスのドメインを「@NREL.gov」から「@NLR.gov」へ変更していただきますようお願いいたします。
Task 44 参加者の皆様

ご存知の通り、Task 44は1年間の追加費用を伴わない期間延長（no-cost extension）を経て活動を続けてまいりましたが、来月（2026年7月）をもって終了する予定です。
この1年間、私たちは風力発電所におけるフロー制御（流体制御）に関する重要な国際共同研究を継続すべく、フェーズ2に向けた提案書（添付）を準備してまいりました。
しかしながら、米国の優先事項やリソース状況の変化により、米国が本タスクの新たなフェーズにおいてオペレーティング・エージェント（運営主体）を務めることは困難な状況となりました。
そこで、この共同研究を継続し、Task 44のコミュニティが過去数年にわたり築き上げてきた活動の勢い（モメンタム）を維持するための、2つの選択肢について協議したいと考えております。

選択肢1：独立したIEA Windタスクとして継続する

この選択肢では、他の参加国または参加機関がオペレーティング・エージェントの役割を引き継ぎ、各ワークパッケージの主導的な役割を担うことになります。

利点
風力発電所のフロー制御に特化した、専門的な国際的フォーラムを維持できる。
Task 44のアイデンティティ、目的、および確立されたネットワークを維持できる。
他の優先事項に阻害されることなく、ウェイク・ステアリング（後流制御）、ウェイク・ミキシング（後流混合）、制御技術、検証、導入に向けた課題といったテーマに引き続き注力できる。
すでに策定済みのフェーズ2提案書の内容を継続して活用できる。

欠点
新たなオペレーティング・エージェント（運営責任者）およびワークパッケージのリーダー・チームが必要となる。
参加国によるリソースおよび資金の再拠出が必要となる。
独立したタスクを立ち上げ、管理するための追加的な事務作業が発生する。
長期的な持続可能性は、十分なリーダーシップと参加を確保できるかどうかにかかっている。

選択肢2：タスク44の活動をタスク50フェーズ2（ハイブリッド発電所）に統合する

タスク50フェーズ2は最近開始されたばかりであり、ハイブリッド発電所や発電所レベルの最適化に焦点を当てた既存の国際的な枠組みを提供しています。
風力発電所のフロー制御（気流制御）は、このより広範なタスク内の一つの専門ワークパッケージとして位置づけることが可能です。

利点
活動実績があり、資金も確保されている国際的な共同研究の枠組みの中に、即座に活動拠点を置くことができる。
独立した新規タスクを立ち上げる場合に比べ、事務的な負担が軽減される。
風力発電所のフロー制御に関する研究を、ハイブリッド発電所の制御、蓄電技術、および系統サービスと連携させる機会が増える。
タスク50のより大きなコミュニティを通じて、業界の関与や認知度が高まる可能性がある。

課題
風力発電所のフロー制御が、タスク50における数あるトピックの一つとなる。
タスク50の目標や構造に合わせるため、タスク44の目的や活動範囲の一部を見直す必要があるかもしれない。
既存の計画済みワークパッケージ、成果物、およびガバナンス体制を再構築する必要がある。
もしコミュニティがタスク50への統合を支持する場合、現在のフェーズ2提案書を再検討し、風力発電所のフロー制御活動をハイブリッド発電所の広範な枠組みの中でどのように位置づけるかを明確にする必要があります。

今後の対応：今後2週間以内に、これらの選択肢についてのご意見、特にリーダーシップの役割を担うことへの関心の有無についてお知らせいただければ幸いです。
タスク44への皆様の貢献に感謝申し上げます。この共同研究は、重要な技術的進歩をもたらし、国際的なパートナーシップを強化し、風力発電所のフロー制御を商用導入へと近づける一助となりました。
私たちは、この勢いを維持し、コミュニティ内での有益な知識交流を継続できる道を見出したいと考えています。

ChristiAnn Vaughn
プロジェクトマネージャー
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